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平成 2 8年 4月 2 4日
九州電力株式会社

１ 被害状況

３ 復旧スケジュール

２ 復旧概要及び体制

ｏ 平成28年熊本地震により、6万ボルト黒川一の宮線の周辺３箇所で大規模な地滑りや地
割れが発生しており、鉄塔の傾斜や部材の変形を確認

ｏ 特に、黒川一の宮線№7では、鉄塔基礎近傍まで地滑りが進展しており、鉄塔が傾斜し、
隣接鉄塔まで含めた複数鉄塔の倒壊が懸念される状況
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黒川一の宮線 №27～№35

№30他（的石地区）

高森分岐線 №35
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概要

№35（中松地区）№7他（立野地区）
被害

場所

ｏ 地滑りや地割れに伴い傾斜・変形した鉄塔は、今後の余震及び降雨等を考慮すると、
倒壊のリスクが極めて高いため、新たなルートによる仮復旧工事を実施

ｏ 仮復旧工事は、大規模な地滑りが発生した黒川一の宮線№7周辺（立野地区）と同線
路№30周辺（的石地区）、及び分岐線路№35（中松地区）の３地区に分割

ｏ 21日(木)の大雨等により作業を一時中断し、天候回復後の安全確認に時間を要したた
め、工程を一部見直し

ｏ 社員及び協力会社の総力を結集し、4/27(水)までの復旧完了を目指す

ｏ 復旧工事に必要な人員は、昼夜交代制で協力会社の作業員を最大限投入することで、
最大600人程度と想定
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※ 本工程では今後の余震や降雨による工程遅延は考慮していない。
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平成28年熊本地震における6万ボルト送電線（黒川一の宮線）の被害状況と復旧概要
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